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始
め
た
き
っ
か
け
は
？

●
広
報
さ
さ
ぐ
り
を
見
て
、
健
康
増
進
・

維
持
の
た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。

●
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
歩
く
習
慣
を
身

に
つ
け
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

●
個
人
で
は
目
標
が
あ
い
ま
い
で
限
界
が

あ
る
の
で
、
集
団
行
動
で
無
理
な
く
歩
け

て
長
続
き
で
き
そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
は
？

●
脱
落
者
が
出
な
い
よ
う
に
、
町
内
を
中

心
に
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
ま
す
。
バ
ラ
を

見
に
行
っ
た
り
、
た
ま
に
は
市
内
へ
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
行
き
先
は
26
か
所
を
決
め
て
お
り
、
季

節
に
よ
っ
て
選
定
し
て
い
ま
す
。
弁
当
持

参
で
集
ま
っ
て
、
歩
い
た
後
に
オ
ア
シ
ス

で
食
べ
な
が
ら
お
話
し
し
た
り
し
て
過
ご

し
ま
す
。

●
会
員
で
相
談
し
な
が
ら
３
か
月
ご
と

に
歩
く
コ
ー
ス
の
計
画
を
決
定
し
て
い
ま

す
。

課
題
や
問
題
は
？

●
人
に
よ
っ
て
歩
調
が
違
う
の
で
、
そ
の

調
整
が
難
し
い
で
す
ね
。
速
い
人
と
遅
い

人
で
ど
う
し
て
も
グ
ル
ー
プ
が
分
か
れ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
大
切
な
の
で
、
声
が
け
を
し
て
歩
調
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
人
生
と

同
様
に
、
女
性
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
べ
き

だ
と
男
性
同
士
で
話
し
て
い
ま
す
。（
笑
）

●
認
知
症
の
症
状
の
あ
る
方
な
ど
見
守
り

な
が
ら
歩
い
て
い
る
が
、
今
後
、
自
分
た

ち
で
は
対
応
が
心
配
な
方
を
ど
う
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
福
祉
課
〉
介
護
認
定
な
ど
の
手
立
て
も

あ
る
の
で
、
気
に
な
っ
た
方
が
い
る
場
合

は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
高
齢
化
で
会
員
が
減
少
し
て
い
る
の

が
今
後
の
課
題
で
す
。
７
期
生
が
最
後
に

な
っ
て
い
て
、
新
規
募
集
が
な
い
た
め
、

新
し
い
方
は
既
存
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
卒
業
年
度
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ

れ
が
活
動
し
て
い
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
同

士
の
横
の
つ
な
が
り
が
あ
ま
り
な
い
ん
で

す
。
代
表
者
の
交
代
や
新
規
加
入
者
が
増

え
な
い
な
ど
、
今
後
消
滅
し
て
い
く
危
惧

が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
？

●
年
齢
の
偏
り
を
な
く
す
こ
と
や
新
し
い

出
会
い
づ
く
り
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
替
え

な
ど
も
必
要
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
男
性
の
会
員
が
続
か
な
い
傾
向
に
あ
る

の
で
、
男
性
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。

●
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
く

中
で
、
気
軽
に
お
話
し
に
く
る
感
じ
が
続

く
秘
訣
で
は
と
思
い
ま
す
。

●
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
新
コ
ー

ス
の
選
定
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
実
施
し
た

い
で
す
。

活
動
を
通
じ
て
伝
え
た
い
こ
と
は
？

●
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
歩
く

の
は
、
健
康
に
も
い
い
し
、
気
分
転
換
に

も
な
り
楽
し
い
こ
と
で
す
。

●
老
後
を
豊
か
で
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
大
切
。
健
康
を
維
持
し
て
最
後
ま
で

人
生
生
活
を
送
る
こ
と
は
本
人
次
第
だ
と

思
い
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
で

　
　
　
　
健
康
づ
く
り

特  集
意見交換会

第15回
オアシス歩こう会
　今回は「オアシス歩こう会」の

皆さんです。

　介護予防事業として始まったシ

ニアいきいきセミナーの卒業生が

会員となり、地域のつながりを通

じた自主的な活動を継続していま

す。１期生から７期生までのそれ

ぞれの活動を中心となって支えて

いる各リーダーの中から５名の皆

さんに出席していただきました。
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ん
で
い
て
利
用
で
き
な
い
の
で
、
お
風
呂

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　「
オ
ア
シ
ス
歩
こ
う
会
」の
活
動
は
、高

齢
者
の
健
康
増
進
だ
け
で
な
く
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
孤
立
予
防
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
自
主
的
な

運
営
を
促
す
こ
と
が
、こ
の
事
業
の
目

的
で
あ
り
、柔
軟
な
支
援
が
必
要
で
す
。

町
は
、「
第
６
次
総
合
計
画
」で
、生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は「
健
康
・
環
境
・
教

育
・
観
光
・
交
流
」な
ど
に
多
様
に
役
立
つ

と
言
わ
れ
て
お
り
、町
の
特
性
を
活
か
し

た「
歩
く
仕
掛
け
づ
く
り
」を
推
進
し
て

い
く
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

も
っ
と
魅
力
的
な
町
に
す
る
に
は
？

●
荒
れ
地
や
休
耕
田
に
、
四
季
折
々
の
花

が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

●「
篠
栗
八
景
」
を
選
定
し
、
宣
伝
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
？

●
町
に
は
た
く
さ
ん
の
水
路
が
あ
り
ま
す

が
、
時
期
に
よ
っ
て
水
が
流
れ
て
い
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、

歩
い
て
い
て
心
地
が
よ
く
、
ホ
タ
ル
の
餌

も
育
つ
で
し
ょ
う
し
、
い
つ
も
流
れ
て
い

る
と
嬉
し
い
で
す
。

●
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
あ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

●
昔
は
荒
田
地
区
や
萩
尾
地
区
の
子
ど
も

た
ち
は
、
走
っ
て
登
下
校
し
な
が
ら
鍛
え

ら
れ
る
た
め
、マ
ラ
ソ
ン
が
強
か
っ
た
し
、

足
も
速
か
っ
た
。
傾
斜
が
多
い
と
い
う
町

の
特
徴
を
活
か
せ
る
健
康
へ
の
取
り
組
み

が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
。

●
雨
の
日
で
も
集
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
時
の
た
め
に
高
齢
者
が
集

え
る
場
所
が
あ
る
と
有
難
い
で
す
。

●
入
会
し
た
い
人
が
入
り
や
す
く
な
る

よ
う
募
集
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
で

す
。
議
員
の
皆
さ
ん
も
「
歩
こ
う
会
」
に

参
加
し
て
ほ
し
い
。

●
５
回
歩
く
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利

用
券
が
も
ら
え
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
混
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条
　
例

基
金
を
設
置

篠
栗
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の�

制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
84
号
）

　
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、
森

林
の
整
備
及
び
施
策
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
篠
栗
町
森

林
環
境
譲
与
税
基
金
を
設
置
す
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

基
金
に
繰
り
替
え
運
用
規
定
を
追
加

篠
栗
町
公
共
施
設
等
整
備
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
86
号
）

　
歳
計
現
金
の
一
時
的
な
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
繰
り

替
え
運
用
規
定
が
、こ
の
基
金
条
例
だ
け
に
無
く
、他
の
基

金
条
例
と
の
整
合
を
図
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
す
べ
て
の
基
金
は
一
括
し
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
運
用

面
で
の
整
合
を
図
る
目
的
が
あ
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

そ
の
他

移
動
式
ト
イ
レ
を
導
入

財
産
の
取
得
に
つ
い
て�

（
議
案
第
89
号
）

　
災
害
時
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
で
き
る
移
動
式
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
「
み
ん
な
元
気
に
な
る
ト
イ
レ
」
を
導
入
す

る
も
の
。

契
約
先
　
　
　
　
Ｊ
Ｐ
ホ
ー
ム
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社

契
約
金
額
　
　
　
１
６
１
８
万
７
５
０
０
円

国
保
・
老
健
基
金
を
廃
止

篠
栗
町
国
民
健
康
保
険
・
篠
栗
町
老
人
保
健

保
険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
88
号
）

　
国
民
健
康
保
険
が
県
単
位
化
さ
れ
、
本
町
の
国
保
事
業

の
財
政
運
営
が
安
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
基
金
の
目
的
が

果
た
さ
れ
た
た
め
同
基
金
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　
12
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
・
文
教
厚
生
両
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
町
長
提
案
の
条
例
案
や
補

正
予
算
な
ど
計
14
議
案
、
そ
の
ほ
か
請
願
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
書
案
３
件
を
提
出
し
、

最
終
日
の
本
会
議
に
て
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12月定例会

トイレトレーラー（イメージ写真）
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オ
ア
シ
ス
篠
栗
の
管
理

引
き
続
き�

大
成
有
楽
不
動
産
へ

指
定
管
理
者
の
指
定�

（
議
案
第
90
号
）

　
篠
栗
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
オ
ア
シ
ス
篠
栗
）

の
指
定
管
理
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
大

成
有
楽
不
動
産
株
式
会
社
を
指
定
す
る
も
の
。

　
期
間
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

問
　
応
募
は
、
何
社
あ
っ
た
の
か
。

答
　�

２
社
だ
っ
た
が
、
内
１
社
は
受
付
け
の
み
で
申
請
は

な
か
っ
た
。

問
　
選
定
委
員
会
、
委
員
の
選
任
方
法
は
。

答
　
担
当
課
が
有
識
者
を
選
考
し
、
町
長
が
承
認
す
る
。

請
　
願

　
本
定
例
会
で
は
３
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
審
査
、
本
会
議
で
採
択
さ
れ
、
関

係
機
関
に
意
見
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

【
請
願
第
１
号
】

看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最

低
賃
金
の
新
設
を
検
討
す
る
こ
と
を
国
に
働

き
か
け
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

（
提
出
者
）　
　
福
岡
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　�

執
行
委
員
長
　
原
　
正
勝�

氏

（
紹
介
議
員
）　
　�

村
瀨
　
敬
太
郎�

議
員

　
　
　
　
　
　
　�

今
長
谷
　
武
和�

議
員

（
提
出
先
）

　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣

（
概
要
）

　
看
護
師
の
賃
金
の
底
上
げ
を
は
か
り
、
安
全
・
安
心
の

医
療
・
看
護
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
、
全
国
を
適
用
対

象
と
し
た
看
護
師
の
特
定
最
低
賃
金
の
新
設
。

【
請
願
第
２
号
】

介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定

最
低
賃
金
の
新
設
を
検
討
す
る
こ
と
を
国
に
働

き
か
け
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

（
提
出
者
）　
　
福
岡
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　�

執
行
委
員
長
　
原
　
正
勝�

氏

（
紹
介
議
員
）　
　�

村
瀨
　
敬
太
郎�

議
員

　
　
　
　
　
　
　�

今
長
谷
　
武
和�

議
員

（
提
出
先
）

　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣

（
概
要
）

　
介
護
従
事
者
の
賃
金
の
底
上
げ
を
は
か
り
、
安
全
・
安

心
の
介
護
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
、
全
国
を
適
用
対
象

と
し
た
介
護
従
事
者
の
特
定
最
低
賃
金
の
新
設
。

【
請
願
第
３
号
】

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤

交
替
制
労
働
の
改
善
を
国
及
び
県
に
働
き
か

け
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

（
提
出
者
）　
　
福
岡
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　�

執
行
委
員
長
　
原
　
正
勝�

氏

（
紹
介
議
員
）　
　�

村
瀨
　
敬
太
郎�

議
員

　
　
　
　
　
　
　�

今
長
谷
　
武
和�

議
員

（
提
出
先
）

　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣
、

　
文
部
科
学
大
臣
、
総
務
大
臣
、
福
岡
県
知
事

（
概
要
）

○�

医
師
・
看
護
師
・
医
療
技
術
職
・
介
護
職
な
ど
の
夜
勤

交
替
制
労
働
に
お
け
る
労
働
環
境
の
改
善

○�

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る
た
め
、
医
師
・

看
護
師
・
医
療
技
術
職
・
介
護
職
の
増
員

○
患
者
・
利
用
者
の
負
担
軽
減

○�

費
用
削
減
を
目
的
と
し
た
病
床
削
減
は
行
わ
ず
、
地
域

医
療
に
必
要
な
病
床
機
能
の
確
保
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定
例
会
補
正
予
算

●�繰越明許費について、プレミアム付商品券事業で700万円、債務負担行為について、公共施設

個別施設計画策定業務委託、福祉総合計画策定支援業務委託（令和元年度〜令和２年度まで）

ほか３件を追加。地方債補正では公共事業等について起債の限度額を1800万円追加。地方道路

等整備事業については廃止され、公共事業等債へ財源更正された。

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

　人事院勧告の給与改定に関する勧告に伴う人件費の増額補正のほか、県補助金等の額の確定に

よる返還金の増額補正、財源更正等、また前年度繰上充用金の額確定により減額補正するもの。

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

　人事院勧告の給与改定に関する勧告に伴い人件費を増額補正するもの。

流域関連公共下水道事業会計補正予算（第２号）

　収益的収入及び支出　人事院勧告の給与改定に関する勧告に伴い人件費を増額補正するもの。

水道事業会計補正予算（第３号）

　収益的収入及び支出　人事院勧告の給与改定に関する勧告に伴い人件費を減額補正するもの。

　資本的収入及び支出　企業債償還金の補正。

（表１）歳入の主なもの� （万円未満四捨五入）

国庫支出金 ５４５６万円

県支出金 ５３２３万円

寄附金 ２３００万円

普通交付税 ６４９４万円

（表２）歳出の主なもの

総務費（企画費） ８１０万円

民生費（障がい者福祉費・国県補助金返還金等） １億３３６０万円

農林水産業費（荒廃森林再生事業等） ２２０７万円

教育費（支援学級用教室分割工事・公民分館整備費補助金等） ２９４１万円

その他（人事院勧告に伴う人件費等） ５５４万円

一般会計補正予算（第３号）

　補正額　２億　６３４万円　　補正後予算総額　１０５億５５９１万円

　主な補正については別表１・２のとおり。
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議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

12

月

定

例

会

84 篠栗町森林環境譲与税基金条例の制定 全員賛成可決

85
篠栗町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の
制定

全員賛成可決

86 篠栗町公共施設等整備基金条例の一部を改正する条例の制定
賛成多数可決
（反対：荒牧）

87 篠栗町地域福祉計画策定委員会条例の一部を改正する条例の制定 全員賛成可決

88
篠栗町国民健康保険・篠栗町老人保健保険給付費支払準備基金条例
を廃止する条例の制定

全員賛成可決

89 財産の取得 全員賛成可決

90 指定管理者の指定 全員賛成可決

91 農業用施設整備工事に伴う受益者負担金の免除 全員賛成同意

92 農業用施設整備工事に伴う受益者負担金の免除 全員賛成同意

93 令和元年度篠栗町一般会計補正予算（第３号） 全員賛成可決

94 令和元年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成可決

95 令和元年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全員賛成可決

96 令和元年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

97 令和元年度篠栗町水道事業会計補正予算（第３号） 全員賛成可決

請願１号
看護師の全国を適用地域とした特定最賃の新設を検討することを国
に働きかける意見書の提出に関する請願

みなし採択

請願２号
介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設を検討すること
を国に働きかける意見書の提出に関する請願

みなし採択

請願３号
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を国及び県
に働きかける意見書の提出に関する請願

みなし採択

意見書案
第１号

看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書 全員賛成可決

意見書案
第２号

介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意
見書

全員賛成可決

意見書案
第３号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意
見書

全員賛成可決

議 決 結 果 一 覧 表

7 ささぐり議会だより No.202

議決結果一覧表



総務建設・文教厚生常任委員会　合同視察研修

目 的 　 人気観光スポットの沿革及び管理運営、イベントの企画、集客面の工夫、市民ボランティアの
活躍などさまざまな視点から研修し、本町における地域資源の可能性を考察する。

日　時　　令和元年10月24日〜 25日

視察先　　船橋市「ふなばしアンデルセン公園」

参加者　　議長、総務建設常任委員会�６名、文教厚生常任委員会�４名

　テーマパーク部門において、東京ディズニーランド・ディズニーシーに次いで国内第３位の人気を誇り、

年間来場者約80万人を数えるアンデルセン公園は、国際交流やレクリエーションの場として、飽きさせな

い企画が満載だ。緑豊かな憩いの場として、幅広い年齢層に親しまれている。集客面では、公立の公園で

は珍しく「友の会」、年間パスポート券発売、季節割引導入など工夫が図られている。

　案内しながら説明を受ける中で、細谷順子園長の熱意やリーダーシップを強く感じる。やはり、人材育

成が大事だということを学び、今後の本町の施設の運営、観光産業の参考にしたい。

委員会研修
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議会広報広聴委員会研修

日　時　　令和元年９月25日〜 26日

場　所　　シェーンバッハ・サボー（東京都）

研修先　　全国町村議会広報研修会

参加者　　議長、広報広聴委員会　６名

　全国176町村議会の委員が集まり、豊田健一氏

「読者目線で親切な広報紙を作るには」、前田安正

氏「情報をわかりやすく伝える」、吉村潔氏「広報

クリニック」と題し、全国の議会広報を参考に講

義が行われた。「人はなぜ読むのか、伝えるための

文と文章はどうあるべきか」など具体的に示され

多くを学んだ。住民目線の編集を心がけたい。

日　時　　令和元年11月19日

場　所　　福岡県自治会館（福岡市）

研修先　　福岡県町村議会広報研修会

参加者　　広報広聴委員会　６名

　芳野政明氏（議会広報サポーター）から、「議会

だよりが読まれ、伝わる」と題し、議会報の意義・

目的や編集方針・企画構成、避けたい“NG見出し”

や写真の活用など分かりやすい講義が行われた。

本研修を参考に、読みたくなる紙面づくりに努め

たい。

町村議会議員研修（新任議員対象）

日　時　　令和元年10月29日

場　所　　福岡県自治会館（福岡市）

研修先　　町村議会議員研修会

参加者　　品川・横山・藤木�議員

　元全国都道府県議会議長会事務局次長の内田一

夫氏による「地方議会の仕組みと権限」というテー

マであった。議会とは何か、議員とは何かという

根本的なところから話しがあった。

　この研修を少しでも今後の議会活動にいかして

いくよう励んでいきたい。
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５
人
が
一
般
質
問

　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政策方

針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。

　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。

　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。議

事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・各公

民分館および町ホームページで閲覧できます。

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

１．　古屋　宏治　議員 ……………………………………11

　　● 農振除外による広大な土地で将来に向けたまちづくりを

２．　藤木　高裕　議員 ……………………………………12

　　● 地球環境に配慮したゴミ袋を
　　● 特養スタッフの引き抜き防止を

３．　荒牧　泰範　議員 ……………………………………13

　　● 現在の財政状況の説明を求める

４．　横山　和輝　議員 ……………………………………14

　　● 三和興業との包括連携協定、具体的に説明を
　　● 町道整備作業員及び駐車場誘導員の働く環境の改善を

５．　田辺　弘之　議員 ……………………………………15

　　● 上水道施設の維持は
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今
、
農
業
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
の
厳
し
さ
は
、
ま
す
ま
す
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
農
家
の

た
め
に
も
、
将
来
の
町
の
た
め
に
も

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
篠
栗
町
も
福
岡
都
市
圏
と
し
て
10

年
後
、
20
年
後
を
見
据
え
、
若
い
人

た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
街
で
暮
ら
し

た
い
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
街

に
人
が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
街
が

人
を
呼
び
込
め
る
の
か
を
考
え
る
時

期
に
き
て
お
り
、
町
を
発
展
さ
せ
て

い
く
に
は
大
き
な
面
で
の
大
き
な
開

発
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
北
地
区
産
業
団
地
で
の
企
業
誘
致

に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
、
雇
用
確

保
、
定
住
促
進
と
い
っ
た
開
発
を
も

と
に
、次
の
企
業
誘
致
、財
源
づ
く
り
、

雇
用
の
場
づ
く
り
を
計
画
す
べ
き
と

思
う
。

　
残
す
農
地
は
、
将
来
に
わ
た
り

し
っ
か
り
守
り
、
開
発
計
画
す
る
農

地
は
、
計
画
が
始
ま
る
ま
で
し
っ
か

り
守
り
育
て
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
農
業
振
興
地
域
除
外
に
つ
い
て

問
う
。

問　
今
後
の
農
地
、
農
業
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
っ
た
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
来
年
度
中
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

問　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
は
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
実
質
化
が
行
わ
れ
た
地
区
は
な

い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
後
に
検
討
し

て
い
く
。

問　
農
地
中
間
管
理
事
業
の
利
用
者
数

と
面
積
は
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
表
作
　
　
　
貸
し
手
　
23
名

　
　
　
　
　
　
借
り
手
　
２
法
人

　
　
　
　
　
　
面
積
　
　
９
・
３
ha

　
裏
作
　
　
　
貸
し
手
　
14
名

　
　
　
　
　
　
借
り
手
　
１
法
人

　
　
　
　
　
　
面
積
　
　
３
・
４
ha

問　
農
業
振
興
地
域
制
度
に
お
い
て
篠

栗
町
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面

積
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
福
岡
県
で
令
和
７
年
に
７
万
１
４�

０
０
ha
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

問　
農
振
地
域
は
今
後
、
10
年
、
20
年

後
も
残
し
て
い
く
べ
き
と
思
わ
れ
る

か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
農
業
へ
の
思
い
や
考
え
方
は
時
代

と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
「
残
し
て

い
く
べ
き
」
と
い
う
固
定
観
念
な
く

考
え
る
べ
き
。

問　
今
後
の
農
地
対
策
、
町
の
発
展
の

た
め
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
年
次

（
令
和
４
年
）
に
一
部
、
農
振
地
域
の

変
更
が
出
来
な
い
か
。

答
【
町
長
】

　
令
和
４
年
は
、
北
地
区
産
業
団
地

に
お
け
る
各
企
業
の
操
業
開
始
と
と

も
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
始
め
て

い
る
時
期
、
そ
の
後
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
じ
っ

く
り
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

次
の
時
代
の
発
展
の
可
能
性
も
踏
ま

え
、
農
振
地
域
の
変
更
も
視
野
に
入

れ
る
時
期
で
あ
る
。

古屋 宏治

農振除外による広大な土地で
将来に向けたまちづくりを
町長「�次の時代に発展の可能性も踏まえ農

振地域の変更も視野に入れるべき」
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藤木 高裕

問　
今
年
に
入
り
、
す
で
に
２
回
西
日

本
新
聞
に
ゴ
ミ
袋
を
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
し
、
地
球
環
境
に

優
し
い
も
の
に
変
更
す
る
自
治
体
の

記
事
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
九
州
で
は
唯
一
、
北
九
州
市
が

来
年
秋
か
ら
こ
の
方
法
に
切
り
替
え

る
。
問
題
は
コ
ス
ト
面
だ
と
思
う
が
、

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
に
も
、
ゴ
ミ
袋
の
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
化
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
見
解
を
求
め
る
。

答
【
都
市
整
備
課
長
】

　
北
九
州
市
で
は
二
酸
化
炭
素
削
減

の
た
め
に
、
来
年
度
か
ら
全
て
の
指

定
ゴ
ミ
袋
を
変
更
す
る
。

　
現
在
、
本
町
の
ゴ
ミ
袋
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ

化
を
行
い
、
発
電
所
で
燃
料
と
し
て

焼
却
し
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化

は
、
環
境
負
荷
軽
減
に
貢
献
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。

　
製
造
コ
ス
ト
が
上
が
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
が
、
他
の
自
治
体
の
導

入
状
況
、
地
球
環
境
に
配
慮
す
る
と

い
う
観
点
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。

問　
新
設
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
９
月
議
会
に
お
け
る
町
長
の

説
明
を
聞
き
、
古
賀
市
及
び
糟
屋
郡

の
各
自
治
体
の
特
養
施
設
に
は
多
く

の
待
機
者
が
存
在
し
、
そ
の
た
め
特

養
を
設
置
す
る
こ
と
が
急
務
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
勝
手
な
推
測
で
は
あ
る
が
、
建
設

予
定
地
に
町
有
地
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
差
し
支
え
な
け
れ
ば
計
画
さ
れ

て
い
る
場
所
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

　
特
養
を
新
設
す
る
場
合
、
ス
タ
ッ

フ
を
近
隣
の
施
設
か
ら
引
き
抜
く
こ

と
が
多
い
と
聞
く
。
既
存
の
施
設
と

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
自
治
体

と
新
設
事
業
者
と
の
間
で
ス
タ
ッ
フ

の
引
き
抜
き
を
行
わ
な
い
協
定
を
結

ん
で
は
ど
う
か
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
計
画
地
に
は
わ
ず
か
に
里
道
や
水

路
が
含
ま
れ
る
の
み
で
民
有
地
。
明

確
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
県
と
の
協

議
が
整
っ
て
い
な
い
の
で
差
し
控
え

る
。

　
協
定
に
関
し
て
は
、
憲
法
第
22
条

第
１
項
に
職
業
選
択
の
自
由
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
協
定
を
締
結

し
た
場
合
で
も
、
効
力
が
及
ぶ
範
囲

は
限
定
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
町
と
し
て
も
既
設
事
業

者
の
運
営
が
困
難
と
な
る
事
態
は
防

ぐ
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
県
と
の
協

議
が
整
っ
た
後
、
当
該
事
業
者
に
は

既
設
事
業
者
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
の
悪

質
な
引
き
抜
き
行
為
は
慎
む
よ
う
申

し
伝
え
る
よ
う
に
す
る
。

地球環境に配慮したゴミ袋を

都市整備課長「総合的に検討していきたい」

特
養
ス
タ
ッ
フ
の
引
き
抜
き
防
止
を

福
祉
課
長
「�

悪
質
な
引
き
抜
き
行
為
は
慎
む
よ

う
申
し
伝
え
る
」
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荒牧 泰範

問　
建
設
業
界
紙
に
、
役
場
庁
舎
建
て

替
え
の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
駅
自

由
通
路
で
10
億
７
千
万
円
、
北
地

区
産
業
団
地
の
投
入
額
が
不
確
定
な

中
、
寝
耳
に
水
の
話
で
あ
る
。

　
以
前
よ
り
、
有
事
に
対
策
本
部
と

な
る
役
場
庁
舎
が
、
震
度
６
の
地
震

で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
強
度
で
は
話

に
な
ら
な
い
の
で
、
早
急
に
建
て
替

え
を
す
る
べ
き
と
提
案
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
都
度
、
予
算
が
見
込

め
な
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　
新
庁
舎
の
必
要
性
は
、
い
ま
さ
ら

問
う
ま
で
も
な
い
が
、
は
た
し
て
そ

の
予
算
が
見
込
め
る
の
か
。
現
在
の

財
政
状
況
で
、
庁
舎
建
設
予
算
を
捻

出
で
き
る
の
か
を
尋
ね
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
現
在
の
わ
が

町
の
財
政
状
況
は
、
今
年
度
予
算
で

も
基
金
の
繰
入
を
財
源
と
し
た
編
成

が
さ
れ
て
お
り
、
基
金
を
取
り
崩
さ

な
け
れ
ば
実
質
的
な
収
支
は
大
き
く

赤
字
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

る
。

　
私
が
知
る
こ
の
25
年
間
で
、
こ
こ

数
年
は
黒
字
か
ら
赤
字
へ
振
れ
て
い

る
と
思
う
。
も
し
そ
の
よ
う
な
状
況

な
ら
、
最
悪
、
夕
張
市
と
同
じ
状
況

に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
正

確
に
詳
し
く
説
明
を
求
め
る
。

答
【
町
長
】

　
基
金
残
高
は
平
成
24
年
の
34
億
８�

千
万
円
か
ら
15
億
８
千
万
円
減
額
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
者
・
障

が
い
者
支
援
や
次
世
代
育
成
支
援
な

ど
の
扶
助
費
は
増
え
続
け
、
こ
こ
数

年
は
基
金
繰
入
に
よ
る
運
営
を
強
い

ら
れ
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
現
時

点
で
は
庁
舎
建
設
は
で
き
な
い
と
考

え
る
。

　
基
金
を
財
源
と
す
る
状
況
に
あ
る

こ
と
は
、
実
質
的
な
単
年
度
収
支
が

赤
字
で
財
政
状
況
が
よ
く
な
い
よ
う

に
見
え
る
が
、
将
来
に
負
担
が
少
な

い
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
健
全
化
を
判
断
す
る
財
政
指
標

は
お
お
む
ね
良
好
な
状
態
に
あ
り
、

決
し
て
赤
字
再
建
団
体
に
陥
る
よ
う

な
状
況
で
は
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

は
財
政
課
に
お
い
て
「
中
期
財
政
計

画
」
を
作
成
中
で
あ
り
、
今
年
度
中

に
公
表
す
る
予
定
に
し
て
い
る
が
、

長
期
的
な
収
支
計
画
で
、
年
度
ご
と

の
フ
ロ
ー
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り

長
期
的
な
設
備
投
資
計
画
の
可
否
を

検
討
し
、
実
現
可
能
な
計
画
を
盛
り

込
む
も
の
で
あ
る
。
準
備
が
で
き
た

ら
議
会
に
詳
し
く
説
明
し
、
意
見
を

賜
り
た
い
。

現在の財政状況の説明を求める

町長「おおむね良好な状態にある」
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横山 和輝

問　
10
月
８
日
の
西
日
本
新
聞
朝
刊

に
、
解
体
工
事
業
者
で
あ
る
株
式
会

社
三
和
興
業
と
篠
栗
町
が
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
だ
と
の
記
事
を
見
つ

け
、
大
変
驚
い
た
。

　
包
括
連
携
協
定
に
は
大
前
提
が
あ

る
。
そ
れ
は
双
方
の
信
頼
関
係
が
揺

る
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
町
と
の
関

係
は
そ
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な

い
。
こ
の
状
況
下
で
の
包
括
協
定
締

結
は
到
底
納
得
で
き
な
い
。
わ
が
町

に
ど
の
よ
う
な
恩
恵
が
あ
る
の
か
尋

ね
る
。

答
【
総
務
課
長
】

　
三
和
興
業
と
は
５
項
目
に
つ
い
て

締
結
し
て
い
る
。
10
月
の
協
定
締
結

後
、
各
項
目
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

施
策
が
で
き
る
か
を
検
討
中
。

問　
そ
れ
は
協
定
を
締
結
す
る
前
に
話

し
合
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
一
緒

に
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。
１
年

間
で
成
果
が
出
る
も
の
な
の
か
。

答
【
総
務
課
長
】

　
１
年
で
す
ぐ
と
言
う
形
で
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
現
在
、
町
道
整
備
等
の
作
業
員
６

名
全
員
が
派
遣
職
員
と
な
っ
て
い
る
。

以
前
は
所
属
課
に
机
と
ロ
ッ
カ
ー
が

あ
り
、
自
分
の
机
で
食
事
が
出
来
て

い
た
が
、
派
遣
社
員
と
な
っ
て
か
ら

は
担
当
課
に
彼
ら
の
居
場
所
は
な
く
、

机
、
ロ
ッ
カ
ー
も
撤
去
さ
れ
、
昼
食

は
車
庫
の
片
隅
等
で
済
ま
し
て
い
る
。

　
庁
舎
駐
車
場
の
誘
導
員
に
つ
い
て

は
、
以
前
あ
っ
た
詰
所
が
撤
去
さ
れ

た
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
誘
導
員
は
全
員
高
齢
者
で
あ
り

雨
、
風
、
寒
さ
を
凌
ぐ
詰
め
所
は
必

要
と
考
え
る
。
誘
導
員
の
皆
さ
ん
も

幾
度
と
な
く
総
務
課
に
要
望
さ
れ
た

と
聞
く
が
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
な
の
か
。
町
民
か
ら
も
怒
り

の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

答
【
総
務
課
長
】

　
作
業
班
に
は
業
務
の
範
囲
に
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
が
な
い
こ
と
か
ら
机
を
な

く
し
て
い
る
。
昼
食
休
憩
場
所
は
消

防
団
詰
所
２
階
を
使
用
す
る
よ
う
取

り
決
め
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
詰
所
は
誘
導
員
の
休
憩
場

所
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思

う
。
必
要
な
場
合
は
警
備
室
を
使
用

す
る
こ
と
で
協
議
済
み
だ
。

問　
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
部
屋
は
狭

い
。
町
の
た
め
に
働
く
方
が
車
庫
の

片
隅
で
昼
食
を
と
る
の
は
少
し
惨
め

で
は
。

　
誘
導
員
に
関
し
、
篠
栗
町
は
高
齢

者
に
優
し
い
町
で
は
な
い
の
か
。
詰

所
を
元
に
戻
す
だ
け
で
よ
い
の
だ
が
。

答
【
町
長
】

　
町
道
等
の
作
業
員
、
そ
し
て
駐
車

場
の
誘
導
係
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
共
立
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
協
議
を
行
い
労
働
条

件
改
善
に
努
力
し
た
い
。

三和興業との包括連携協定、�
具体的に説明を
総務課長「�今は基本的項目を決めた段階で、

具体的検討はこれから行う」

町
道
整
備
作
業
員
及
び
駐
車
場
誘
導
員
の

働
く
環
境
の
改
善
を

町
長
「�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
共
立
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
と
協
議
し
改
善
に
努
力
し
た
い
」
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田辺 弘之

問　
本
年
４
月
に
篠
栗
町
の
上
水
道
事

業
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
水
道
料

金
の
改
定
が
行
わ
れ
た
が
、
篠
栗
第

１
浄
水
場
が
50
年
、
第
２
も
45
年
が

た
ち
、
設
備
の
劣
化
等
が
懸
念
さ
れ

る
。

　
全
国
的
に
も
水
道
管
な
ど
の
設
備

の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
費
用
が
か

さ
み
、
各
地
で
水
道
料
金
の
引
き
上

げ
が
相
次
い
で
い
る
。
水
道
業
者(

ほ

と
ん
ど
が
自
治
体)
の
３
分
の
１
は
赤

字
の
状
態
で
、
老
朽
化
し
た
設
備
の

更
新
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
各
地

で
漏
水
や
破
損
事
故
が
増
え
、
昨
年

12
月
、
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
水
道
法
が

改
正
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
次
の
質
問

を
行
う
。

①�

浄
水
場
の
施
設
を
維
持
す
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

②
浄
水
場
の
耐
震
対
策
は
。

③�

施
設
台
帳
の
作
成
・
管
理
は
な
さ

れ
て
い
る
か
。

④
水
道
管
の
状
態
の
掌
握
は
。

⑤�

将
来
的
に
民
間
業
者
に
運
営
を
委

託
す
る
こ
と
は
あ
り
え
る
か
。

答
【
上
下
水
道
課
長
】

①�

平
成
30
年
度
「
篠
栗
町
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
今
年
度
、

水
道
料
金
を
改
正
。
来
年
度
以
降

「
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
を
策
定
の

予
定
で
進
め
て
お
り
、
浄
水
場
は

耐
震
調
査
及
び
耐
震
化
工
事
に
多

額
の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
施
設
の
建
て
替
え

を
検
討
。

②�

旧
建
築
基
準
法
で
の
建
築
物
で
あ

り
、
耐
震
化
は
さ
れ
て
い
な
い
。

③�

調
書
及
び
図
面
と
し
て
整
備
す
べ

き
情
報
で
あ
り
、
管
路
調
査
及
び

管
路
以
外
の
調
書
、
図
面
は
全
体

像
を
把
握
す
る
た
め
の
配
置
図
及

び
施
設
平
面
図
で
、
紙
ベ
ー
ス
及

び
電
子
媒
体
で
作
成
し
、
役
場
及

び
浄
水
場
で
保
管
。

④�

篠
栗
町
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用

し
、
新
設
・
更
新
に
つ
い
て
の
情

報
を
更
新
。

⑤�

民
営
化
に
よ
る
水
道
料
金
の
高

騰
、
水
の
安
全
の
確
保
、
災
害
時

の
対
応
、
海
外
で
の
再
公
営
化
な

ど
の
懸
念
も
あ
り
、
導
入
の
検
討

は
な
い
が
、
県
・
福
岡
都
市
圏
・

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
の
一
員
と

し
て
、
広
域
連
携
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

上水道施設の維持は

上下水道課長「建て替えを検討している」

問　
広
域
連
携
の
検
討
と
は
。

答
【
上
下
水
道
課
長
】

　
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
安
定
化
の

た
め
、
福
岡
都
市
圏
総
合
水
対
策

研
究
会
に
お
い
て
、
各
事
業
体
の
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
配
水
池
や

浄
水
場
の
標
高
を
示
し
た
水
位
関
係

図
に
基
づ
く
施
設
統
合
と
い
っ
た
隣

接
町
と
の
連
携
検
証
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
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冬
虫
夏
草
（
ト
ウ
チ
ュ
ウ
カ
ソ
ウ
）

　
こ
れ
は
コ
ウ
モ
リ
蛾
の
幼
虫
に

菌
糸
を
付
着
さ
せ
、
幼
虫
の
養
分
を

吸
い
取
り
成
長
す
る
奇
妙
な
キ
ノ

コ
。

　
昔
、
中
国
の
皇
帝
だ
け
が
愛
用
出

来
た
漢
方
薬
と
し
て
有
名
で
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
の
麓
で
専
ら
採
取
さ
れ

る
。
し
か
し
、
乱
獲
が
進
み
今
で
は

金
よ
り
高
価
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
貴
重
な
キ
ノ
コ

の
人
工
培
養
に
初
め
て
成
功
し
た

の
が
九
州
大
学
で
、
し
か
も
こ
の
研

究
は
篠
栗
町
の
九
大
演
習
林
内
の

施
設
で
行
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

篠
栗
と
縁
深
い
こ
の
「
冬
虫
夏
草
」

こ
れ
か
ら
は
愛
着
を
も
っ
て
見
守

り
た
い
も
の
だ
。

横�

山
　
和�

輝

旬
し
ゅ
ん

花か

衆
し
ゅ
う

灯と

う

３
月
議
会
は

３
／
２
月�

開
会

３
／
４
水�

一
般
質
問

の
予
定
で
す

北勢門小学校 餅つき大会 11
30

子どもたちも
元気に杵を振っています。
つきたてのお餅を、

きな粉、しょうゆで食べ、
わいわいきゃーきゃー
楽しい一日でした。

輝く まちの宝


